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石
田
　
憲 
著 

『
フ
ァ
シ
ス
ト
の
戦
争

―
世
界
史
的
文
脈
で
読
む
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
―
』

西　
　
　

貴　

倫

一
本
書
は
、
国
際
政
治
史
な
ら
び
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
歴
史
的
展
開
に
お

け
る
画
期
的
な
出
来
事
と
し
て
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
を
位
置
づ
け
、

「
フ
ァ
シ
ス
ト
の
戦
争
」
と
い
う
視
座
に
立
っ
て
、
様
々
な
角
度
か
ら
エ

チ
オ
ピ
ア
戦
争
に
迫
る
も
の
で
あ
る
。

著
者
も
意
識
し
て
い
る
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
ド
イ

ツ
・
ナ
チ
ズ
ム
と
比
較
す
れ
ば
、
日
本
で
は
「
そ
の
担
い
手
さ
え
も
知

ら
れ
て
い
な
い
」（
二
〇
三
頁
）。「
フ
ァ
シ
ス
ト
の
戦
争
」
で
あ
る
エ
チ

オ
ピ
ア
戦
争
を
主
題
と
し
た
研
究
も
ま
た
邦
語
文
献
で
は
僅
か
で
あ

る
。
そ
う
し
た
中
で
、
本
書
は
一
般
読
者
を
意
識
し
つ
つ
、
エ
チ
オ
ピ

ア
戦
争
の
遂
行
者
を
と
り
あ
げ
、
こ
の
側
面
か
ら
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ

ズ
ム
体
制
の
イ
メ
ー
ジ
を
巧
み
に
描
き
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
書
は
複
数
国
の
文
書
館
史
料
や
文
献
に
依
拠
し
、「
フ
ァ
シ

ス
ト
の
戦
争
」
を
遂
行
し
た
フ
ァ
シ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、「
フ
ァ
シ
ス
ト

の
戦
争
」
へ
の
国
際
的
な
対
抗
者
や
批
判
者
を
も
と
り
あ
げ
、
フ
ァ
シ

ズ
ム
に
向
き
あ
っ
た
同
時
代
の
雰
囲
気
を
鮮
や
か
に
描
き
出
し
て
い

る
。
彼
ら
の
活
動
は
一
国
史
の
枠
を
こ
え
た
関
係
史
や
比
較
史
の
枠
組

み
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
本
書
は
広
い
視
野
を
持
つ
著
者
な

ら
で
は
の
一
書
で
あ
る
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
言
う
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
と
は
第
二
次
エ
チ
オ
ピ

ア
戦
争
（
一
九
三
五
～
一
九
三
六
年
）
を
指
す
。
イ
タ
リ
ア
は
第
一
次

エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
（
一
八
八
九
～
一
八
九
六
年
）
に
敗
退
し
て
お
り
、

フ
ァ
シ
ス
ト
に
と
っ
て
こ
の
戦
争
は
前
世
紀
の
雪
辱
を
果
た
す
機
会
で

も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
を
め
ぐ
っ
て
は
国
際
的
反
応
も

大
き
く
、
著
者
に
よ
れ
ば
そ
の
意
義
は
単
に
イ
タ
リ
ア
の
植
民
地
の
拡

大
に
と
ど
ま
ら
ず
、
最
後
の
植
民
地
獲
得
戦
争
と
し
て
世
界
史
の
転
換

点
に
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
が
「
フ
ァ
シ
ス
ト
の

戦
争
」
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
に
と
っ
て
、
あ
る
い

は
内
外
の
フ
ァ
シ
ス
ト
と
反
フ
ァ
シ
ス
ト
の
双
方
に
と
っ
て
、
重
大
な

変
化
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
本
書
が
注
目
す
る
の
は
、
エ
チ
オ
ピ
ア

戦
争
の
こ
の
側
面
で
あ
る
（
三
～
四
頁
）。

書　

評
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歴
史
的
に
み
て
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
そ
の
運
動
（「
擬
似
革
命
」）
と
既

存
の
支
配
層
（「
権
威
主
義
的
反
動
」）
と
の
同
盟
に
よ
っ
て
政
権
を
獲

得
し
、
体
制
の
形
成
を
試
み
た
。
そ
の
過
程
で
支
配
層
と
妥
協
し
「
一

度
政
権
が
奪
取
さ
れ
る
と
疑
似
革
命
的
性
格
は
後
退
」
す
る
が
、
一
方

で
「
戦
争
を
通
じ
た
『
新
し
い
秩
序
』『
新
し
い
人
間
』
の
形
成
と
い
う

目
標
は
残
さ
れ
た
独
自
の
思
想
傾
向
と
し
て
突
出
す
る
こ
と
に
な
る
」

（
五
頁
）。
著
者
に
よ
れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
と
っ
て
そ
の

思
想
傾
向
の
典
型
的
な
発
露
の
場
と
な
っ
た
戦
争
こ
そ
、
こ
の
エ
チ
オ

ピ
ア
戦
争
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

と
い
う
の
も
、
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
は
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
政
権
獲
得

以
来
、「
社
会
的
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
く
戦
争
賛
美
を
一
〇
年
来

続
け
て
き
た
フ
ァ
シ
ス
ト
・
イ
タ
リ
ア
が
、
よ
う
や
く
手
に
し
た
武
闘

の
機
会
」（
三
頁
）
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
体
制
が
維
持

さ
れ
た
全
期
間
を
通
じ
て
華
々
し
い
戦
果
に
乏
し
い
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ

シ
ズ
ム
に
と
っ
て
、「
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
は
少
な
く
と
も
フ
ァ
シ
ス
ト

た
ち
が
主
体
的
に
戦
い
を
主
導
し
勝
利
し
た
と
い
う
実
感
を
抱
け
る
唯

一
の
事
例
で
あ
っ
た
」（
四
頁
）
こ
と
に
も
よ
る
と
さ
れ
る
。

さ
ら
に
こ
う
し
た
事
情
と
も
関
連
し
て
、
イ
タ
リ
ア
内
外
の
フ
ァ
シ

ズ
ム
な
い
し
「
フ
ァ
シ
ス
ト
の
戦
争
」
に
抵
抗
を
試
み
る
者
、
あ
る
い

は
批
判
を
試
み
る
者
に
と
っ
て
も
、
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
は
無
視
し
え
な

い
契
機
と
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
様
々
な
文
脈
に
お
い
て
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
が
占
め
る
位
置

を
踏
ま
え
て
、
本
書
で
は
「
フ
ァ
シ
ス
ト
の
戦
争
」
を
担
っ
た
（
担
お

う
と
し
た
）
フ
ァ
シ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、「
フ
ァ
シ
ス
ト
の
戦
争
」
に
対

抗
し
よ
う
と
し
た
義
勇
兵
、「
フ
ァ
シ
ス
ト
の
戦
争
」
か
ら
フ
ァ
シ
ズ
ム

へ
の
懐
疑
を
引
き
出
す
に
至
っ
た
知
識
人
ら
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

「
フ
ァ
シ
ス
ト
の
戦
争
」
に
向
き
合
っ
た
多
様
な
人
々
の
姿
が
（
編
年
体

で
は
な
く
）
列
伝
形
式
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
章
を
追
う

ご
と
に
、
と
り
あ
げ
ら
れ
る
主
体
が
「
抑
圧
す
る
側
か
ら
抑
圧
さ
れ
る

側
へ
、
さ
ら
に
は
抵
抗
す
る
側
へ
」（
二
〇
五
頁
）
と
変
化
す
る
。
ま

た
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
主
体
の
論
理
か
ら
「
侵
略
と
破
壊
か
ら
解
放
と

内
省
へ
」（
同
）
と
変
化
す
る
方
向
性
が
示
唆
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
に
示
唆
し
た
よ
う
に
、
本
書
は
多
様
な
視
点
か
ら
「
フ
ァ

シ
ス
ト
の
戦
争
」
を
描
き
、
多
様
な
文
脈
に
位
置
づ
け
て
い
く
。
そ
う

し
た
多
様
な
視
点
や
文
脈
を
す
べ
て
取
り
上
げ
る
こ
と
は
、
評
者
の
力

量
を
こ
え
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
各
章
の
内
容
を
概
観
し
、
次
い
で

特
に
本
書
の
大
枠
を
な
す
多
様
性
の
提
示
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
特
長

と
論
点
を
提
示
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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二
本
書
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

は
じ
め
に
―
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
と
は
何
か
―

第
一
章　

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
戦
争

　

１　

幽
閉
中
の
「
副
王
」
た
ち

　

２　
「
生
死
の
境
に
生
き
る
」
フ
ァ
シ
ス
ト

　

３　
「
文
明
」
を
伝
播
す
る
司
令
官

第
二
章　

幻
の
国
際
義
勇
軍

　

１　
「
帝
国
の
亡
霊
」

　

２　
「
異
形
の
人
々
」

　

３　
「
未
来
の
同
盟
者
」

第
三
章　

  

文
学
か
ら
見
た
戦
争
―
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
と
日
中
戦

争
を
め
ぐ
っ
て
―

　

１　

新
た
な
る
開
放
の
夢

　

２　

戦
場
と
本
国
の
間

　

３　

同
質
化
か
ら
離
れ
て

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
三
つ
の
章
か
ら
成
り
、
章
ご
と
に
分
析
対

象
が
変
化
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
章
ご
と
に
「
イ
タ
リ
ア
国
内
か
ら
国

際
社
会
へ
と
フ
ォ
ー
カ
ス
を
移
し
つ
つ
、
歴
史
か
ら
比
較
へ
と
対
象
の

分
析
方
法
を
変
え
て
い
く
」（
一
六
頁
）。
す
な
わ
ち
、
各
章
は
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
立
場
の
主
体
―
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
側
の
指
導
者
、
エ
チ
オ

ピ
ア
側
の
義
勇
兵
（
志
望
者
）、
イ
タ
リ
ア
の
文
学
者
―
に
焦
点
を

あ
て
る
と
と
も
に
、
異
な
る
角
度
か
ら
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
の
諸
相
を
多

面
的
に
描
き
出
し
て
い
る
。

上
述
の
点
を
踏
ま
え
て
、
分
析
対
象
と
分
析
方
法
に
着
目
し
な
が
ら

各
章
の
内
容
に
つ
い
て
も
概
観
し
よ
う
。

は
じ
め
に
で
は
本
書
の
議
論
の
前
提
と
し
て
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
一
般

的
定
義
に
お
け
る
戦
争
と
、
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
お
け
る
エ
チ

オ
ピ
ア
戦
争
の
位
置
づ
け
、
フ
ァ
シ
ス
ト
の
戦
争
と
し
て
の
性
格
を
際

立
た
せ
る
思
想
的
特
徴
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
思
想
的
特
徴
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
「
軍
事
行
動
主
義
」・「
帝
国
主
義
」・「
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
が
、（
反
発
を
ふ
く
め
て
）
各
章

の
分
析
対
象
と
な
る
主
体
に
読
み
込
ま
れ
て
い
く
。

第
一
章
は
、
フ
ァ
シ
ス
ト
戦
争
指
導
者
の
群
像
を
描
い
て
い
る
。
分

析
対
象
と
な
る
主
体
は
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
論
に
よ
っ
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
。
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
論
は
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
権
力
の
源
泉
を
対
立
・
競

争
す
る
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
間
の
調
整
と
操
作
に
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
サ
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ブ
リ
ー
ダ
ー
の
権
限
は
分
散
・
分
断
さ
れ
、
組
織
間
調
整
よ
り
も
人
的

働
き
か
け
が
操
作
の
中
心
と
な
っ
た
（
二
六
頁
）。

第
一
節
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
お
い
て
は
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
を
脅
か

す
ほ
ど
の
存
在
で
あ
っ
た
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
の
創
設
者
た
ち
、「
副
王
」

に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、「
フ
ァ
シ
ス
ト
大
元
帥
」
バ
ル

ボ
、「
両
面
外
交
の
策
士
」
グ
ラ
ン
デ
ィ
、「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
理
論
家
」

ボ
ッ
タ
ー
イ
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
に
お
い
て
権
力
中

枢
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
お
り
、
自
身
の
復
権
、
ま
た
は
真
の
フ
ァ
シ
ズ

ム
の
実
現
を
求
め
て
、
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
遂
行
の
主
導
権
を
握
ろ
う
と

試
み
た
が
果
た
せ
ず
、
周
辺
的
な
地
位
に
「
幽
閉
」
さ
れ
た
。

第
二
節
で
は
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
と
結
び
つ
く
こ
と
で
権
力
を
得
た
体

制
の
「
寄
生
者
」
た
ち
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
「
功
名
従

軍
」
ス
タ
ラ
ー
チ
ェ
、「
フ
ァ
シ
ス
ト
英
雄
」
フ
ァ
リ
ナ
ッ
チ
、「『
絶

望
』
飛
行
中
隊
」
チ
ァ
ー
ノ
と
い
っ
た
面
々
で
あ
る
。
彼
ら
は
地
位
の

向
上
（
ま
た
は
確
立
）
の
た
め
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
称
揚
す
る
戦
士
像
を

自
ら
体
現
し
よ
う
と
従
軍
を
志
願
し
た
。
こ
う
し
た
フ
ァ
シ
ス
ト
義
勇

兵
の
自
己
表
現
欲
求
は
し
ば
し
ば
常
軌
を
逸
し
て
軍
事
行
動
を
阻
害

し
、
正
規
軍
と
の
あ
い
だ
に
溝
を
作
り
出
し
た
。

第
三
節
で
は
、
正
規
軍
に
地
位
を
占
め
た
「
奴
隷
解
放
者
」
デ
・

ボ
ー
ノ
、「
現
地
人
の
破
砕
者
」
グ
ラ
ツ
ィ
ア
ー
ニ
、「
政
治
家
将
軍
」

バ
ド
リ
オ
が
主
な
分
析
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
植
民
地
獲
得
と
い
う
目

標
よ
り
も
自
己
表
現
を
優
先
す
る
フ
ァ
シ
ス
ト
た
ち
に
代
わ
っ
て
、
彼

ら
「
政
治
的
司
令
官
」
が
実
際
の
戦
争
を
担
っ
た
。
彼
ら
は
フ
ァ
シ
ス

ト
の
よ
う
に
戦
争
を
ス
ポ
ー
ツ
化
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
ム
ッ

ソ
リ
ー
ニ
の
要
求
に
応
え
、
文
明
化
を
掲
げ
て
エ
チ
オ
ピ
ア
住
民
の
虐

殺
を
指
揮
（
ま
た
は
放
任
）
し
、
そ
の
地
位
を
維
持
し
た
。

「
フ
ァ
シ
ス
ト
の
戦
争
」
は
、
植
民
地
獲
得
と
い
う
目
標
よ
り
も
「
軍

事
行
動
主
義
」
の
舞
台
と
し
て
の
役
割
が
優
先
さ
れ
た
。
戦
争
目
的
の

も
と
に
指
導
者
た
ち
の
足
並
み
が
揃
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
同
時

に
、
体
制
の
中
心
に
と
ど
ま
ろ
う
と
す
る
限
り
、
ど
の
指
導
者
も
体
制

の
論
理
（
フ
ァ
シ
ス
ト
ら
し
く
あ
る
こ
と
）
を
軸
と
し
た
政
治
ゲ
ー
ム

に
参
加
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
論
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
エ
チ
オ
ピ
ア
戦

争
は
優
秀
な
（
し
か
し
対
抗
的
な
）
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
隔
離
を
終
え
、

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
周
辺
が
追
従
者
で
固
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
サ
ブ

リ
ー
ダ
ー
間
の
競
争
に
由
来
す
る
体
制
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
消
失
し
、

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
自
身
も
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
適
時
任
免
に
よ
っ
て
得
て
い

た
政
策
上
の
選
択
肢
を
消
失
し
た
。

第
二
章
は
エ
チ
オ
ピ
ア
側
の
義
勇
軍
の
群
像
が
描
か
れ
る
。
分
析
対

象
と
な
る
の
は
国
際
義
勇
兵
と
義
勇
兵
志
願
者
た
ち
で
あ
る
。
そ
の
軍
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事
上
の
影
響
は
無
視
で
き
る
程
度
の
ご
く
小
規
模
な
も
の
だ
っ
た
が
、

フ
ァ
シ
ス
ト
の
義
勇
兵
と
対
を
な
す
点
、
当
時
の
複
雑
怪
奇
な
国
際
政

治
状
況
を
反
映
し
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
（「
帝
国
」
あ
る
い
は
「
帝

国
主
義
」
の
影
響
）。
ま
た
、
義
勇
兵
運
動
が
そ
の
周
辺
に
与
え
た
影
響

も
考
察
の
対
象
と
な
る
。

第
一
節
で
は
、「
さ
ま
よ
え
る
帝
国
の
使
徒
」
と
し
て
旧
ロ
シ
ア
帝
国

か
ら
の
義
勇
兵
、「
帝
国
と
帝
国
主
義
の
狭
間
」
か
ら
の
義
勇
兵
と
し
て

旧
オ
ス
マ
ン
帝
国
地
域
か
ら
の
義
勇
兵
、「
新
旧
帝
国
の
相
克
」
を
示
す

旧
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
地
域
か
ら
の
義
勇
兵
の
三
者
を

取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
の
義
勇
兵
の
動
機
は
、
具
体
的
に

は
互
い
に
異
な
る
も
の
の
、
旧
帝
国
の
残
照
に
よ
っ
て
性
格
づ
け
ら
れ

て
い
た
点
で
共
通
し
て
お
り
、
彼
ら
は
「
帝
国
の
亡
霊
」
と
名
づ
け
ら

れ
て
い
る
。

第
二
節
で
は
、
エ
チ
オ
ピ
ア
に
「『
ア
フ
リ
カ
人
』
の
希
望
」
を
見
出

し
た
西
ア
フ
リ
カ
の
義
勇
兵
運
動
、「『
ニ
グ
ロ
』
の
共
闘
」
を
見
出
し

た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
義
勇
兵
運
動
、
中
小
国
の
連
帯
を
模
索
し
な
が

ら
「『
白
人
』
の
使
節
」
と
し
て
冷
遇
さ
れ
た
ベ
ル
ギ
ー
と
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
軍
事
使
節
団
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
具
体
的
な
動
機
で

は
汎
ア
フ
リ
カ
主
義
や
人
種
主
義
で
あ
っ
た
り
、
中
小
国
の
連
帯
で

あ
っ
た
り
と
異
な
っ
た
も
の
の
、
と
も
に
エ
チ
オ
ピ
ア
帝
国
の
利
害
枠

組
み
を
超
え
た
連
携
の
模
索
者
で
あ
り
、
エ
チ
オ
ピ
ア
側
か
ら
見
て

「
異
形
の
人
々
」
で
あ
っ
た
点
で
共
通
し
て
い
た
。

第
三
節
で
は
、「
影
の
エ
チ
オ
ピ
ア
援
助
国
」
と
し
て
、
ナ
チ
・
ド
イ

ツ
（
第
三
帝
国
）
の
支
援
と
「
義
勇
兵
」
を
、「
有
色
人
種
の
兄
弟
帝

国
」
日
本
帝
国
の
支
援
運
動
と
政
府
対
応
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
イ
タ

リ
ア
の
「
未
来
の
同
盟
者
」
に
お
け
る
エ
チ
オ
ピ
ア
支
援
（
あ
る
い
は

支
援
運
動
の
生
起
）
は
当
時
の
国
際
政
治
の
合
従
連
衡
に
お
け
る
人
種

間
闘
争
の
微
妙
な
地
位
を
反
映
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
義
勇
兵
の
試
み
は
、
当
時
の
国
際
政
治
状
況
の
制
約
の
渦

中
に
あ
っ
て
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
の
結
末
を
左
右
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
欧
米
諸
大
国
へ
の
幻
滅
や
国
境
を
超
え
た
連
帯
の
予
感

は
あ
と
に
続
く
時
代
の
様
々
な
思
想
や
運
動
の
基
盤
を
提
供
し
た
と
さ

れ
る
。

第
三
章
は
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
に
向
き
合
っ
た
イ
タ
リ
ア
の
知
識
人
を

日
中
戦
争
に
向
き
合
っ
た
日
本
の
知
識
人
と
の
対
比
を
通
じ
て
描
き
出

し
、
イ
タ
リ
ア
本
国
に
お
い
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
抵
抗
の
思
想
的

基
盤
が
形
成
さ
れ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
日
伊
両
国
は
対
外

膨
張
に
近
代
化
と
植
民
の
夢
を
見
た
点
、
早
々
に
幻
滅
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
点
、
出
版
物
が
厳
し
い
統
制
を
受
け
た
点
で
共
通
し
て
い
た
。
と

は
い
え
、
両
国
の
知
識
人
の
戦
争
イ
メ
ー
ジ
と
態
度
に
つ
い
て
は
相
違



九大法学105・106号（2013年）　98

が
見
ら
れ
た
と
い
う
。

第
一
節
で
は
、
戦
争
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
謳
い
、
権
力
・
国
家
・
民
族

を
称
揚
す
る
直
截
的
で
露
骨
な
未
来
派
の
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
が
、
ナ
イ
ー

ヴ
な
転
向
知
識
人
の
亀
井
勝
一
郎
の
日
本
回
帰
と
対
比
さ
れ
る
。
次
い

で
、
国
王
を
一
兵
士
と
位
置
づ
け
る
国
民
的
詩
人
ダ
ヌ
ン
ツ
ィ
オ
の
言

説
と
、
現
役
兵
が
常
に
農
村
出
身
者
に
偏
向
し
た
日
本
の
実
情
を
対
比

し
、
日
本
の
知
識
人
の
抱
え
る
「
負
い
目
」
が
指
摘
さ
れ
る
。
と
は
い

え
、
対
英
批
判
と
植
民
地
に
対
す
る
普
遍
性
を
欠
く
解
放
の
論
理
な
ど

に
つ
い
て
は
日
伊
の
知
識
人
は
軌
を
一
に
す
る
と
い
う
。

第
二
節
で
は
、
戦
争
と
の
距
離
感
と
知
識
人
の
戦
争
叙
述
の
相
違
が

結
び
つ
け
ら
れ
る
。
遠
隔
の
地
エ
チ
オ
ピ
ア
で
の
戦
争
は
イ
タ
リ
ア
の

知
識
人
に
と
っ
て
は
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
欠
い
て
か
え
っ
て
内
在
化
さ

れ
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
下
の
閉
塞
状
況
を
捉
え
直
す
契
機
に
な
っ
た
と

い
う
（
例
と
し
て
カ
ル
ロ
・
レ
ー
ヴ
ィ
）。
他
方
、
日
中
戦
争
は
よ
り
身

近
で
あ
っ
た
た
め
、
日
本
の
文
壇
は
よ
り
情
緒
的
に
戦
争
を
語
る
こ
と

に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
前
線
に
お
け
る
心
象
風
景
も
ま
た
、
日
本
の
知

識
人
に
と
っ
て
は
素
朴
な
実
感
と
し
て
語
ら
れ
、
自
軍
兵
士
に
は
無
批

判
で
あ
る
と
い
う
（
例
と
し
て
林
芙
美
子
、
井
上
靖
）。
他
方
、
イ
タ
リ

ア
の
フ
ラ
イ
ア
ー
ノ
は
辛
辣
で
冷
徹
な
目
線
を
戦
場
の
出
来
事
に
も
向

け
て
い
た
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
内
地
に
あ
っ
た
永
井
荷
風
の
日
記
に

は
戦
争
へ
の
懐
疑
が
見
ら
れ
、
イ
タ
リ
ア
の
民
衆
同
様
、
日
本
の
民
衆

に
も
戦
争
へ
の
懐
疑
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
と
い
う
。

第
三
節
で
は
、
日
伊
両
国
に
見
ら
れ
た
同
質
化
と
相
対
化
、
隠
遁
と

抵
抗
な
ど
の
異
な
る
言
動
を
取
り
上
げ
、
各
段
階
に
至
る
転
換
の
質
的

違
い
と
違
い
の
生
じ
る
理
由
を
考
察
し
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
賀

川
豊
彦
の
被
害
者
に
対
す
る
姿
勢
の
劇
的
な
転
換
（
ア
ジ
ア
の
侵
略
者

と
し
て
の
日
本
認
識
が
ア
ジ
ア
の
解
放
者
へ
と
反
転
）
が
指
摘
さ
れ
、

戦
後
の
堀
田
善
衛
を
手
が
か
り
に
、
体
制
と
の
断
絶
可
能
性
の
契
機
が

自
己
の
相
対
化
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
他
方
、
イ
タ
リ
ア
に
は
連

続
す
る
抵
抗
精
神
を
見
出
す
。
フ
ァ
シ
ス
ト
青
年
急
進
派
か
ら
は
、
エ

チ
オ
ピ
ア
征
服
か
ら
反
帝
国
主
義
に
目
覚
め
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
に
参
戦

し
「
赤
軍
」
に
寝
返
る
計
画
さ
え
浮
上
し
、
こ
う
し
た
若
者
の
反
抗
は

世
代
間
の
価
値
観
の
衝
突
（
労
働
者
や
女
性
の
問
題
）
に
連
鎖
し
て
レ

ジ
ス
タ
ン
ス
を
形
成
す
る
一
潮
流
と
な
っ
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
日
伊
の
違
い
は
敵
対
す
る
相
手
を
前
提
と
し
た
他
者
認
識

の
有
無
に
求
め
ら
れ
る
。
イ
タ
リ
ア
の
知
識
人
は
明
確
な
他
者
認
識
の

下
、
自
己
の
一
貫
性
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
エ
チ
オ
ピ
ア

戦
争
を
契
起
と
し
た
多
様
性
の
発
見
が
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
に
新
た
な

地
平
を
開
い
た
と
す
る
。
他
方
、
日
本
の
知
識
人
は
、
同
質
化
傾
向
と

「
時
局
」
へ
の
迎
合
に
お
い
て
、
そ
の
逆
で
あ
っ
た
と
い
う
。
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お
わ
り
に
で
は
、
あ
ら
た
め
て
本
書
の
構
成
と
執
筆
過
程
を
検
証
し

て
い
る
。
例
え
ば
「
最
大
の
被
害
者
で
あ
る
エ
チ
オ
ピ
ア
人
は
中
心
に

お
か
れ
な
い
ま
ま
、
各
章
の
主
要
登
場
人
物
た
ち
が
自
分
た
ち
の
物
語

を
一
方
的
に
形
づ
く
っ
て
い
た
」（
二
〇
一
頁
）
等
、
本
書
の
課
題
に
つ

い
て
も
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

三
以
上
の
本
書
の
概
要
を
踏
ま
え
た
上
で
、
以
下
で
は
そ
の
特
長
と
論

点
の
い
く
つ
か
を
指
摘
し
た
い
。

評
者
が
ま
ず
本
書
の
特
長
と
し
て
挙
げ
た
い
の
は
、
実
に
多
彩
で
個

性
的
な
フ
ァ
シ
ス
ト
や
そ
の
対
抗
者
が
描
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
加

え
て
、
こ
う
し
た
主
体
が
様
々
な
文
脈
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。「
視
点
の

多
様
性
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
」（
一
六
頁
）
と
い
う
著
者
の
意
図
は

十
分
に
達
せ
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
多
様
性
の
提
示
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
多
様
な
も
の
の

把
握
の
た
め
に
類
型
化
が
な
さ
れ
て
い
る
点
も
、
あ
わ
せ
て
特
長
と
い

え
よ
う
。
こ
の
特
長
は
特
に
第
一
章
と
第
二
章
に
見
ら
れ
る
。

第
一
章
で
見
れ
ば
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
ラ
イ
バ
ル
の
「
副
王
」、
ム
ッ

ソ
リ
ー
ニ
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
自
ら
の
政
治
的
地
位
を
保
持
し
た

「
寄
生
者
」、
実
際
の
戦
争
を
担
っ
た
「
政
治
的
司
令
官
」
と
い
っ
た
よ

う
に
、
個
性
的
な
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
た
ち
を
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
体

制
に
お
け
る
地
位
や
役
割
に
よ
っ
て
類
型
化
し
て
い
る
。
こ
の
類
型
化

を
通
し
て
、
著
者
は
読
者
に
対
す
る
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
の

概
括
的
イ
メ
ー
ジ
―
戦
争
指
導
の
面
に
限
定
さ
れ
る
も
の
の
―

の
提
供
に
成
功
し
て
い
る
。

第
二
章
で
は
、
幻
の
国
際
義
勇
軍
の
多
様
な
主
体
を
、
出
自
や
立
場

に
よ
っ
て
類
型
化
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
旧
帝
国
の
出
身
者
た
ち
が

「
帝
国
の
亡
霊
」
と
し
て
、
当
事
者
で
あ
る
エ
チ
オ
ピ
ア
か
ら
見
て
異
質

な
人
々
が
「
異
形
の
人
々
」
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
と
同
盟
を
結
ぶ
こ
と

に
な
る
日
独
の
人
々
が
「
未
来
の
同
盟
者
」
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
類
型
化

さ
れ
る
。
こ
う
し
た
類
型
化
に
よ
っ
て
読
者
は
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
が
お

か
れ
た
世
界
史
的
文
脈
の
脈
絡
を
よ
り
よ
く
理
解
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
特
長
に
限
ら
ず
、
本
書
は
豊
富
な
内
容
と
示
唆
に
溢
れ
て

お
り
、
興
味
深
い
論
点
も
ま
た
、
あ
ま
た
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
は
特
に
次
の
二
点
を
と
り
あ
げ
た
い
。

一
点
目
は
、
第
一
章
で
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
類
型
化
を
通
じ
て
描
き
出

さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
役

割
な
い
し
位
置
づ
け
に
つ
い
て
で
あ
る
。
特
に
第
一
章
に
関
連
し
て
、

著
者
は
「
本
章
は
、
フ
ァ
シ
ス
ト
・
イ
タ
リ
ア
が
ナ
チ
ズ
ム
と
比
較
し

て
い
か
に
『
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』
を
欠
き
、
日
本
帝
国
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の
軍
部
が
戦
争
で
徹
底
し
た
『
集
団
主
義
』
に
到
達
で
き
な
か
っ
た
か

を
証
明
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
一
九
三
五
年
ま
で
の

フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
が
、
曲
が
り
な
り
に
も
一
三
年
間
そ
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
を
政
治
・
経
済
・
社
会
に
反
映
さ
せ
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
実
質

的
利
益
を
も
た
ら
さ
な
い
戦
争
に
い
か
な
る
意
味
を
見
い
だ
し
、
そ
の

結
果
と
し
て
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
の
か
を
問
題
に
し
た
」

（
七
五
～
七
六
頁
）
と
述
べ
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、「
フ
ァ
シ
ズ
ム
体

制
に
と
っ
て
戦
争
は
必
ず
し
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
一
つ
の
方
向
に
収
斂

さ
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
」（
七
八
頁
）
と
さ
れ
る
の
だ
が
、
こ
れ
が

「
強
制
的
同
質
化
に
よ
る
『
戦
士
の
国
家
』
建
設
が
図
ら
れ
て
い
っ
た
」

（
同
）
こ
と
と
並
行
し
て
起
こ
っ
た
こ
と
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
場
合
、
企
図
さ
れ
た
強
制
的
同
質
化
と
収
斂
し
な
か
っ
た
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
の
関
係
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
本
来

的
に
は
強
制
的
同
質
化
の
起
点
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

二
点
目
は
、
第
三
章
の
日
伊
比
較
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
章
で
は
、

多
様
性
の
提
示
と
類
型
化
で
は
な
く
（
し
い
て
言
え
ば
、
イ
タ
リ
ア
型

と
日
本
型
二
類
型
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
な
く
も
な
い
の
だ
が
）、

フ
ァ
シ
ズ
ム
や
「
フ
ァ
シ
ス
ト
の
戦
争
」
に
対
す
る
抵
抗
の
思
想
的
基

盤
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

そ
う
し
て
本
書
が
明
ら
か
に
し
た
日
伊
両
国
の
思
想
的
特
徴
は
ひ
と
つ

の
傾
向
と
し
て
は
理
解
で
き
な
く
も
な
い
が
、
こ
う
し
た
傾
向
が
両
国

の
思
想
状
況
の
中
で
ど
の
程
度
の
比
重
を
占
め
た
の
か
に
つ
い
て
は
議

論
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
の
日
伊
比
較
は

画
期
的
だ
が
、
と
り
あ
げ
ら
れ
た
日
伊
の
文
学
作
品
や
日
記
が
両
国
の

典
型
例
と
し
て
比
較
可
能
な
も
の
な
の
か
ど
う
か
、
ま
た
、
比
較
の
前

提
に
な
っ
て
い
る
言
論
統
制
の
度
合
い
と
い
っ
た
状
況
の
異
同
に
つ
い

て
も
議
論
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四
以
上
、
本
書
の
内
容
を
概
観
し
、
そ
の
特
長
と
論
点
に
つ
い
て
述
べ

た
。
本
評
で
は
特
長
と
と
も
に
い
く
つ
か
の
論
点
を
提
示
し
た
が
、
こ

う
し
た
論
点
は
、
あ
え
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
い
ず
れ
も
エ
チ
オ
ピ
ア

戦
争
を
「
フ
ァ
シ
ス
ト
の
戦
争
」
と
し
て
多
角
的
に
論
じ
た
本
書
の
核

心
的
な
意
義
を
い
さ
さ
か
も
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。
評
者
の
誤
解
や

誤
読
に
対
し
て
は
ご
寛
恕
を
乞
う
と
と
も
に
、
本
書
を
踏
ま
え
た
う
え

で
の
今
後
の
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
研
究
の
い
っ
そ
う
の
深
化
を
期

待
し
た
い
。

（
千
倉
書
房
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
刊
、
二
七
〇
頁
、
三
二
〇
〇
円
＋
税
）


